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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　縦方向および横方向を有し、肌対向面およびその反対側である非肌対向面と、前後ウエ
スト域を形成するとともに前記横方向へ伸縮可能な前後ウエストパネルと、前記前後ウエ
ストパネルの前記縦方向間に延びるとともにクロッチ域を形成するクロッチパネルとを含
む使い捨て着用物品において、
　前記クロッチパネルは、吸収性の芯材を含む吸収体と、前記吸収体の前記肌対向面に位
置する身体側ライナと、前記クロッチパネルの前記非肌対向面を画定するガスケットシー
トと、前記吸収体の前記縦方向外側に位置する前後フラップと、前記吸収体の一部および
前記前フラップを有し前記前ウエストパネルの肌対向面に重なる第１領域と、前記吸収体
の一部および前記後フラップを有し前記後ウエストパネルの肌対向面に重なる第２領域と
を含み、
　前記第１および第２領域は、第１および第２接合部によって前記前後ウエストパネルに
それぞれ接合され、前記第１および第２接合部は、前記横方向へ離間する複数の部分を有
し、前記第１および第２接合部は、前記横方向の最も外側に位置する両側部分と、前記両
側部分の間に位置する複数の中間部分とを有し、
　前記両側部分の前記横方向の寸法に対して前記中間部分の前記横方向の寸法が小さく、
　前記後ウエストパネルにおいて、前記中間部分と前記吸収体とが平面視において重なる
一方、前記両側部分と前記吸収体とが平面視において重ならず、
　前記前ウエストパネルは、少なくとも前記第１領域に重なって前記横方向へ伸縮可能な



(2) JP 5988620 B2 2016.9.7

10

20

30

40

50

弾性領域を有し、
　前記後ウエストパネルは、前記第２領域であって前記吸収体に重なる非弾性領域と、前
記非弾性領域の前記横方向外側に位置し前記横方向へ伸縮可能な弾性領域とを有し、
　前記第１領域には、前記縦方向へ延びるとともに、前記横方向へ離間する複数の凸部が
形成されることを特徴とする前記使い捨て着用物品。
【請求項２】
　前記前後ウエストパネルの収縮状態において、前記前ウエストパネルの前記吸収体に重
なる位置での前記横方向における寸法は、前記後ウエストパネルのそれよりも小さくされ
る請求項１記載の使い捨て着用物品。
【請求項３】
　前記第１接合部は、前記縦方向へ延びる請求項１または２記載の使い捨て着用物品。
【請求項４】
　前記前後ウエストパネルは、ウエスト開口を形成し前記横方向へ延びる外端縁をそれぞ
れ有するとともに、前記第１および第２接合部と前記外端縁との間において前記横方向へ
伸縮可能な弾性領域をそれぞれ有する請求項１～３のいずれかに記載の使い捨て着用物品
。
【請求項５】
　前記クロッチパネルは、前記横方向へ延びる前後端縁を有し、
　前記前端縁から前記前ウエストパネルの前記外端縁までの寸法、および、前記後端縁か
ら前記後ウエストパネルの前記外端縁までの寸法は、それぞれ５～１００ｍｍである請求
項１～４のいずれかに記載の使い捨て着用物品。
【請求項６】
　前記弾性領域は、ウエストシートと、前記横方向へ延びるとともに前記縦方向へ離間し
、前記前後ウエストパネルを前記横方向へ弾性的に収縮可能とする複数の弾性体とを有す
る請求項１～５のいずれかに記載の使い捨て着用物品。
【請求項７】
　前記第１接合部の各部分の前記横方向における寸法は、２～２０ｍｍであり、前記横方
向における離間寸法は、１～１０ｍｍである請求項１～６のいずれかに記載の使い捨て着
用物品。
【請求項８】
　前記第１接合部は、前記横方向両側に位置する両側部分が、その前記横方向内側に位置
する中間部分よりも、前記横方向における寸法が大きくされる請求項１～７のいずれかに
記載の使い捨て着用物品。
【請求項９】
　前記吸収体の前記芯材の質量は、３２０～７００ｇ／ｍ２である請求項１～８のいずれ
かに記載の使い捨て着用物品。
【請求項１０】
　前記クロッチパネルは、前記身体側ライナと、前記吸収体の底面に配置される防漏シー
トと、前記防漏シートを覆うとともに前記吸収体の前記横方向外側でガスケットカフを形
成する前記ガスケットシートとをさらに含み、前記前後フラップは、前記身体側ライナと
前記防漏シートと前記ガスケットシートとによって形成される請求項１～９のいずれかに
記載の使い捨て着用物品。
【請求項１１】
　前記前後ウエストパネルは、前記弾性体をその収縮力に抗して伸長させた状態において
矩形を有し、前記前ウエストパネルの横方向における寸法が、前記後ウエストパネルのそ
れと同じである請求項１～１０のいずれかに記載の使い捨て着用物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、使い捨て着用物品に関し、より詳しくは、ウエスト域が伸縮性を有する使い
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捨ておむつ、使い捨てのトイレット・トレーニングパンツ、使い捨て失禁パンツ、使い捨
ての生理用パンツ等の使い捨て着用物品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、前後ウエスト域を画定する前後ウエストパネルと、これらの間に位置するクロッ
チパネルとを含み、前後ウエストパネルが伸縮性を有する使い捨て着用物品は公知である
。例えば、特許文献１には、縦方向へ離間する腹側シートと、背側シートと、これらシー
トに固定される吸収性本体とを有し、腹側シートおよび背側シートには、複数本の弾性部
材が横方向へ伸長状態で配された使い捨ておむつが開示される。弾性部材は、吸収性本体
と重なる領域には存在しない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－１１５４８４号公報（ＪＰ２０１１－１１５４８４Ａ）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記のような特許文献１では、腹側シートおよび背側シートのいずれにおいても、吸収
性本体と重なる領域では弾性部材が存在しない。特に、おむつの腹側においては、着用者
の脚の屈伸等により吸収性本体が着用者の肌から離間し易く、離間部分では尿の速やかな
吸収が妨げられる。吸収性本体が肌から離間しないように、吸収性本体の両側における弾
性体の伸張応力を大きくしたり、吸収性本体に重なる領域に弾性部材を配置したりすると
、吸収性本体が着用者の肌に常に密着し、おむつ内の蒸れや着用者の肌のかぶれを引き起
こしかねない。
【０００５】
　本発明では、吸収体が着用者の身体から離間しにくく、かつ、蒸れや着用者の肌のかぶ
れを予防することができる着用物品を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、縦方向および横方向を有し、肌対向面およびその反対側である非肌対向面と
、前後ウエスト域を形成するとともに前記横方向へ伸縮可能な前後ウエストパネルと、前
記前後ウエストパネルの前記縦方向間に延びるとともにクロッチ域を形成するクロッチパ
ネルとを含む使い捨て着用物品の改良にかかわる。
【０００７】
　本発明は、前記使い捨て着用物品において、前記クロッチパネルは、吸収性の芯材を含
む吸収体と、前記吸収体の前記肌対向面に位置する身体側ライナと、前記クロッチパネル
の前記非肌対向面を画定するガスケットシートと、前記吸収体の前記縦方向外側に位置す
る前後フラップと、前記吸収体の一部および前記前フラップを有し前記前ウエストパネル
の肌対向面に重なる第１領域と、前記吸収体の一部および前記後フラップを有し前記後ウ
エストパネルの肌対向面に重なる第２領域とを含み、前記第１および第２領域は、第１お
よび第２接合部によって前記前後ウエストパネルにそれぞれ接合され、前記第１および第
２接合部は、前記横方向へ離間する複数の部分を有し、前記第１および第２接合部は、前
記横方向の最も外側に位置する両側部分と、前記両側部分の間に位置する複数の中間部分
とを有し、前記両側部分の前記横方向の寸法に対して前記中間部分の前記横方向の寸法が
小さく、前記後ウエストパネルにおいて、前記中間部分と前記吸収体とが平面視において
重なる一方、前記両側部分と前記吸収体とが平面視において重ならず、前記前ウエストパ
ネルは、少なくとも前記第１領域に重なって前記横方向へ伸縮可能な弾性領域を有し、前
記後ウエストパネルは、前記第２領域であって前記吸収体に重なる非弾性領域と、前記非
弾性領域の前記横方向外側に位置し前記横方向へ伸縮可能な弾性領域とを有し、前記第１
領域には、前記縦方向へ延びるとともに、前記横方向へ離間する複数の凸部が形成される
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ことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の特にそのひとつ以上の実施態様によれば、前ウエストパネルは、クロッチパネ
ルが重なる第１領域において、横方向へ伸縮可能な弾性領域を有することとしたので、第
１領域を着用者の身体に密着させることができる。また、第１領域において横方向へ離間
する複数の凸部が形成されるので、これら凸部間では、通気路を形成することができ、着
用物品内の蒸れを予防することができる。また、凸部間では、着用物品の肌対向面の非接
触部分が形成されるので、着用者の肌のかぶれを予防することもできる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】使い捨て着用物品の一例である使い捨ておむつの前ウエスト域側から見た斜視図
。
【図２】使い捨ておむつの後ウエスト域側から見た斜視図。
【図３】使い捨ておむつの肌対向面から見た展開平面図。
【図４】使い捨ておむつの分解斜視図。
【図５】図３のＶ－Ｖ線断面図。
【図６】図３のＶＩ－ＶＩ線断面図。
【図７】図３と同様の図であって、クロッチパネルを省略した図。
【図８】（ａ）図２のＶＩＩＩで囲った部分の拡大図。（ｂ）図８（ａ）を模式的に示し
た図。
【図９】図８（ｂ）のＩＸ－ＩＸ線断面図。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　図１および図２を参照すれば、使い捨ておむつ１は、着用者の肌対向面およびその反対
側である非肌対向面を有し、前ウエスト域１１と、後ウエスト域１２と、前後ウエスト域
１１，１２間に位置するクロッチ域１３とを有する。おむつ１は、前ウエスト域１１を画
定する前ウエストパネル２０と、後ウエスト域１２を画定する後ウエストパネル３０と、
クロッチ域１３を画定するとともに、前後ウエスト域１１，１２へと延びるクロッチパネ
ル４０とを含む。前後ウエストパネル２０，３０は、両側縁２０Ｃ，３０Ｃに沿って縦方
向Ｙへ断続的に延びるシーム部１５で、前後ウエストパネル２０，３０が環状に接合され
る。前後ウエストパネル２０，３０は、横方向Ｘへ延びるとともにウエスト開口を形成す
る外端縁２０Ａ，３０Ａと、外端縁２０Ａ，３０Ａに対向するとともにレッグ開口の一部
を形成する内端縁２０Ｂ，３０Ｂとを有する。
【００１１】
　図３および図４を参照すれば、おむつ１は、横方向Ｘにおける寸法を二等分した仮想縦
中心線２－２、縦方向Ｙにおける寸法を二等分した仮想横中心線３－３を有し、仮想縦中
心線２－２に関してほぼ対称とされる。前ウエストパネル２０は、横方向Ｘへ延びる折曲
縁２１に沿って折り畳まれた前ウエストシート２２と、折り重なった前ウエストシート２
２の間に取り付けられた複数の弾性体２３とを有する。弾性体２３は、横方向Ｘへ延びる
とともに、伸長状態で収縮可能に取り付けられ、前ウエストパネル２０を横方向Ｘへ弾性
的に伸縮可能にしている。折り畳まれた前ウエストシート２２は、弾性体２３を介して、
ホットメルト接着剤等の公知の接着手段によって互いに接着される。
【００１２】
　後ウエストパネル３０は、横方向Ｘへ延びる折曲縁３１に沿って折り畳まれた後ウエス
トシート３２と、折り重なった後ウエストシート３２の間に取り付けられた複数の弾性体
３３とを有する。弾性体３３は、横方向Ｘへ延びるとともに、伸長状態で収縮可能に取り
付けられ、後ウエストパネル３０を横方向Ｘへ弾性的に伸縮可能にしている。折り畳まれ
た後ウエストシート３２は、弾性体３３を介して、ホットメルト接着剤等の公知の接着手
段によって互いに接着される。
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【００１３】
　図３および図４において、前後ウエストパネル２０，３０は、弾性体２３，３３の収縮
に抗して縦方向Ｙおよび横方向Ｘへ伸ばした状態を示す。この状態において、前後ウエス
トシート２２，３２は、ほぼ矩形を有し、これら横方向Ｘにおける寸法がほぼ等しくされ
る。前後ウエストシート２２，３２として、例えば、質量が約１０～４０ｇ／ｍ２、好ま
しくは約１１～２０ｇ／ｍ２のスパンボンド繊維不織布、スパンボンド・メルトブローン
・スパンボンド（ＳＭＳ）繊維不織布を用いることができる。
【００１４】
　クロッチパネル４０は、吸液性の芯材を含む吸収体４１と、吸収体４１の吸収面に接着
された身体側ライナ４２と、吸収体４１の底面に接着された防漏シート４３と、身体側ラ
イナ４２および防漏シート４３を覆いクロッチパネル４０の外側を画定するガスケットシ
ート４４とを含む。身体側ライナ４２、防漏シート４３およびガスケットシート４４は、
その縦方向Ｙにおける寸法がほぼ等しく、クロッチパネル４０の横方向Ｘへ延びる前後端
縁４０Ａ，４０Ｂを画定する。吸収体４１は、これら身体側ライナ４２、防漏シート４３
およびガスケットシート４４よりもその縦方向Ｙにおける寸法が小さくされ、吸収体４１
の縦方向Ｙ外側には、前後フラップ４５，４６がそれぞれ形成される。詳細には、吸収体
４１の横方向Ｘへ延びる前後端部４１Ａ，４１Ｂと、クロッチパネル４０の前後端縁４０
Ａ，４０Ｂとの間に、それぞれ前後フラップ４５，４６が位置する。
【００１５】
　図５を参照すれば、ガスケットシート４４は、吸収体４１の両側縁４１Ｃからその外側
に延出され、縦方向Ｙへ延びる第１折曲縁５１に沿って仮想縦中心線２－２に向かって折
り曲げられて横方向Ｘへ離間する一対の第１サイドフラップ（ガスケットカフ）４７が形
成される。吸収体４１に重なる位置において縦方向Ｙへ延びる第２折曲縁５２に沿って横
方向Ｘ外側へ向かって折り曲げられて、横方向Ｘへ離間する一対の第２サイドフラップ４
８が形成される。第１および第２サイドフラップ４７，４８には、縦方向Ｙへ延びる弾性
体５３，５４が、伸長状態で収縮可能にそれぞれ取り付けられる。第１サイドフラップ４
７は、主に着用者の太股に密着することができ、第２サイドフラップ４８は、第１サイド
フラップ４７の内側において主に着用者の鼠蹊部または鼠蹊部近傍に密着することができ
、排泄物の横漏れをそれぞれ防止することができる（図２参照）。
【００１６】
　吸収体４１を構成する芯材としては、例えば、木材フラッフパルプ、高吸収性ポリマー
粒子、またはこれらの混合物を用いることができ、これら芯材はティッシュペーパ等の透
液性かつ液拡散性のシートで被覆される。芯材の質量は約３２０～７００ｇ／ｍ２、好ま
しくは約３２０～５００ｇ／ｍ２とすることができる。身体側ライナ４２としては、例え
ば、質量約１５～３５ｇ／ｍ２、好ましくは約１８～２３ｇ／ｍ２の、好ましくは親水化
された、スパンボンド繊維不織布またはポイントボンド繊維不織布を用いることができる
。防漏シート４３としては、透湿性かつ不透液性のプラスチックフィルムまたはこのフィ
ルムと疎水性繊維不織布とのラミネートを用いることができる。
【００１７】
　ガスケットシート４４は、例えば、質量約１０～３０ｇ／ｍ２のＳＭＳ繊維不織布また
はスパンボンド繊維不織布を用いることができる。弾性体５３，５４としては、太さ約４
００～１２００ｄｔｅｘのストランド状またはストリング状の弾性体を約２．０～３．０
倍の伸長倍率で設けることができる。
【００１８】
　図６を参照すれば、クロッチパネル４０は、前ウエストパネル２０に重なる第１領域５
５と、後ウエストパネル３０に重なる第２領域５６とを含む。第１領域５５は、吸収体４
１の前端部４１Ａおよび前フラップ４５を含み、第２領域５６は、吸収体４１の後端部４
１Ｂおよび後フラップ４６を含む。第１および第２領域５５，５６において、第１および
第２領域５５，５６は、第１および第２接合部５７，５８によって、前後ウエストパネル
２０，３０の肌対向面にそれぞれ接合される。
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　なお、図３を参照すれば、第１および第２領域５５，５６には、第１および第２サイド
フラップ４７，４８も含まれる。第２サイドフラップ４８は、吸収体４１に重なる位置に
おいて身体側ライナ４２に接着される（図示せず）。
【００１９】
　再び図６を参照すれば、第１および第２領域５５，５６に重なる吸収体４１の縦方向Ｙ
における寸法Ｄ１およびＤ２は約２０～１２０ｍｍ、前後フラップ４５，４６の縦方向Ｙ
における寸法Ｄ３およびＤ４は約１０～４０ｍｍである。クロッチパネル４０の前後端縁
４０Ａ，４０Ｂから前後ウエストパネル２０，３０の外端縁２０Ａ，３０Ａまでの縦方向
Ｙにおける寸法Ｄ５およびＤ６は、約５～１００ｍｍである。
【００２０】
　図７を参照すれば、第１接合部５７および第２接合部５８は、第１および第２領域５５
，５６の縦方向Ｙへ延びるとともに、横方向Ｘへ離間して複数設けられる。第１および第
２接合部５７，５８は、横方向Ｘの最も外側に位置する両側部分５７Ａ，５８Ａと、それ
らの横方向Ｘ内側に位置する中間部分５７Ｂ，５８Ｂとをそれぞれ有する。両側部分５７
Ａ，５８Ａは、横方向Ｘにおける寸法が約２～２０ｍｍ、この実施形態では約１０ｍｍで
ある。中間部分５７Ｂ，５８Ｂは、横方向Ｘにおける寸法が約２～２０ｍｍ、この実施形
態では約５ｍｍであり、両側部分５７Ａ，５８Ａに比べて中間部分５７Ｂ，５８Ｂの寸法
が小さくされる。第１および第２接合部５７，５８の横方向Ｘにおける離間寸法は約１～
１０ｍｍ、この実施形態では約６ｍｍである。第１および第２接合部５７，５８は、例え
ば、ホットメルト接着剤等の公知の接着手段によって形成することができる。
 
【００２１】
　前ウエストパネル２０では、その全域において弾性体２３が設けられて横方向Ｘに弾性
的に伸縮可能とされた弾性領域が形成される。弾性体２３としては、ストリング状または
ストランド状の複数本の弾性体を用いることができ、例えば、太さ約４００～１２００ｄ
ｔｅｘの弾性体を縦方向Ｙにおけるピッチ約４～１２ｍｍで配置し、約１．７～３．５倍
の伸長倍率で取り付けることができる。この実施形態においては、前ウエストパネル２０
の外端縁２０Ａから内端縁２０Ｂに向かって、４７０ｄｔｅｘの弾性体を約２．４倍の伸
長倍率で４本、９４０ｄｔｅｘの弾性体を約２．１倍の伸長倍率で４本、４７０ｄｔｅｘ
の弾性体を約２．１倍の伸長倍率で２本配置する。
【００２２】
　後ウエストパネル３０において、吸収体４１と重なる領域においては、弾性体２３が存
在しない非弾性領域３４が形成される。非弾性領域３４は、弾性体３３を配置しないこと
によって形成することもできるし、吸収体４１に重なる領域において弾性体を切断してい
わゆるカットバックによって伸縮性が発揮されないようにすることによって形成すること
もできる。非弾性領域３４の横方向Ｘ外側および縦方向Ｙ外側には、弾性体３３の伸縮力
が発揮される弾性領域が形成される。すなわち、弾性領域は、非弾性領域３４をコ字状に
囲むように設けられる。弾性領域に設けられる弾性体としては、ストリング状またはスト
ランド状の複数本の弾性体を用いることができ、例えば、太さ約４００～１２００ｄｔｅ
ｘの弾性体を縦方向Ｙにおけるピッチ約４～１２ｍｍで配置し、約１．７～３．５倍の伸
長倍率で取り付けることができる。この実施形態において、非弾性領域３４の縦方向Ｙ外
側では、４７０ｄｔｅｘの４本の弾性体が配置され、約２．４倍の伸長倍率とされる。非
弾性領域３４の横方向Ｘ外側では、９４０ｄｔｅｘの弾性体を約２．１倍の伸長倍率で１
本、９４０ｄｔｅｘの弾性体を約３．０倍の伸長倍率で３本、４７０ｄｔｅｘの弾性体を
約３．０倍の伸長倍率で２本配置される。
【００２３】
　上記のようなおむつ１は、弾性体２３，３３によって、前後ウエストパネル２０，３０
が横方向Ｘに収縮される。図８および図９を参照すれば、前ウエストパネル２０が収縮し
た場合において、クロッチパネル４０の第１領域５５には、着用者の肌側に突出する凸部
５９が形成される。前ウエストパネル２０が横方向Ｘへ伸縮性を有することによって第１
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領域５５が収縮されることで、この第１領域５５に縦方向Ｙへ皺が生じる。また、第１領
域５５に重なる第１接合部５７に沿って皺ができやすく、この皺によって複数の凸部５９
が形成される。特に、第１接合部５７間においては、クロッチパネル４０が前ウエストパ
ネル２０に接合されていないから、前ウエストパネル２０から離間し易く、着用者に向か
って浮き上がって凸部５９が形成されやすい。
【００２４】
　第１領域５５において、前フラップ４５は、吸収体４１が重なった領域に比べてその剛
性が低く、皺になりやすく、凸部５９が形成されやすい。また、吸収体４１は、芯材の質
量が約３２０～７００ｇ／ｍ２と小さくされ、剛性が比較的低くされているから、特に前
フラップ４５に形成された凸部５９に倣うように吸収体４１に重なる領域においても、縦
方向Ｙへ延びる凸部５９が多数形成される。吸収体４１に凸部５９が形成されやすいよう
にするには、吸収体４１の芯材の質量をより小さく、約３２０～５００ｇ／ｍ２とするこ
とが好ましいが、３２０ｇ／ｍ２よりも小さい場合には、尿を十分に吸収できずに漏れて
しまう可能性がある。上記のように凸部５９が形成されることによって、着用者の肌に接
触する面積を小さくすることができ、吸収体が直接接触することによる肌のかぶれを予防
することができる。
【００２５】
　第１領域５５に形成された凸部５９は、第１接合部５７に沿って縦方向Ｙへ延びるとと
もに、クロッチ域１３から前ウエストパネル２０の外端縁２０Ａ近傍にまで延びる空気路
を形成する。また、クロッチパネル４０の前端縁４０Ａから前ウエストパネル２０の外端
縁２０Ａまでの寸法は、非常に小さくされているから、おむつ１内の空気は、凸部５９か
らその外へと移動し易く、おむつ１内の蒸れが予防される。
【００２６】
　後ウエストパネル３０においては、非弾性領域３４で弾性体３３の伸縮力が作用しない
ので、この領域には、皺が生じにくい（図２参照）。したがって、非弾性領域３４におい
ては、吸収体４１が広い面積で着用者の肌に密着しやすく、尿等の排泄物を速やかに吸収
することができる。おむつ１の着用時において、着用者の排泄器官は、クロッチ域１３の
後ウエスト域１２側に位置するから、排泄物は、後ウエスト域１２側に流れやすいが、後
ウエスト域１２に位置する第２領域５６において、非弾性領域３４の吸収体４１が着用者
に密着するので、排泄物を速やかに吸収し易く、排泄物が後ウエストパネル３０の外端縁
３０Ａから漏れにくい。特に、新生児のように寝ていることが多い着用者の場合には、排
泄物は後ウエスト域１２から漏れやすくなるが、第２領域５６の吸収体４１を着用者に密
着させることによって、これを防止することができる。
【００２７】
　上記のように非弾性領域３４が吸収体４１に重なるようにすると、着用者の動きによっ
て吸収体４１が着用者の身体から離間し易くなるが、後ウエストパネル３０における弾性
体３３は、一部、吸収体４１の両側縁４１Ｃと重なるようにされている（図３参照）。し
たがって、吸収体４１の両側縁４１Ｃにおいては、弾性体３３の収縮力が作用し、着用者
の身体に押し付けることができるので、その全体が着用者の身体から離間するのを予防す
ることができる。
【００２８】
　非弾性領域３４の縦方向Ｙ外側であって、後フラップ４６には、弾性体３３が配置され
て弾性領域が形成され、かつ、第２接合部５８が設けられているから、この後フラップ４
６には、第２接合部５８に沿うように、縦方向Ｙへ延びる皺が形成され、これに倣って非
弾性領域３４にも皺が生じる可能性もあるが、第１領域５５の吸収体４１に形成された凸
部５９に比べれば、少なく、かつ、小さいものである。すなわち、第２領域５６に形成さ
れる皺については、着用者の身体に対する密着性を大幅に損なわない限り許容される。
【００２９】
　前ウエストパネル２０は、その横方向Ｘのほぼ全域において収縮され、前ウエストパネ
ル２０の吸収体４１に重なる位置での横方向Ｘにおける寸法が、後ウエストパネル３０の
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それよりも小さくされる。また、前ウエストパネル２０の横方向Ｘにおける収縮に倣って
、クロッチパネル４０の第１領域５５も収縮され、クロッチ域１３の前方領域全体が横方
向Ｘへ収縮される。したがって、クロッチパネルによって着用者の脚の動きが妨げられる
ことがない。
【００３０】
　後ウエストパネル３０では、吸収体４１が重なる少なくとも一部分で収縮されないから
、第２領域５６が大きく収縮されることがない。仮に、第２領域５６が大きく収縮される
と、着用者の臀部を覆う領域が狭くなり、臀部が露出したり、排泄物が漏れたりする可能
性があるが、これを未然に防止することができる。
【００３１】
　上記のように、弾性体２３，３３の収縮時において、前ウエストパネル２０側では横方
向Ｘの寸法が相対的に小さく、後ウエストパネル３０側では相対的に大きくすることがで
きるので、前後ウエストパネル２０，３０を構成する前後ウエストシート２２，３２を同
寸法とすることができ、かつ、クロッチパネル４０の横方向Ｘにおける寸法をその前後で
等しくすることができる。すなわち、前後ウエストパネル２０，３０およびクロッチパネ
ル４０を仮想縦中心線２－２にほぼ平行な直線で構成することができる。このような構成
にすることによって、複雑な形状にカットする場合に比べて、容易に製造することが可能
であり、トリムロスを減少させることもできる。
【００３２】
　第１および第２接合部５７，５８は、中間部分５７Ｂ，５８Ｂに比べて両側部分５７Ａ
，５８Ａの方が、横方向Ｘにおける寸法が大きくされる。このように、両側において大き
くされることによって、その両側でより強固にクロッチパネル４０を前後ウエストパネル
２０，３０に接合することができ、両側からの剥離を予防することができる。ただし、こ
の構成に限定されるものではなく、両側部分と中間部分とが同じ寸法であってもよいし、
中間部分のほうが大きくされてもよい。
　前後ウエストパネル２０，３０は、第１および第２接合部５７，５８と外端縁２０Ａ，
３０Ａとの縦方向Ｙにおける間では、それぞれ弾性領域が形成される。外端縁２０Ａ，３
０Ａではウエスト開口が形成されるから、おむつ１は、少なくともウエスト開口において
着用者に密着し、おむつからの排泄物の漏れを予防することができる。
【００３３】
　以上に記載したこの発明に関する開示は、少なくとも下記事項に要約することができる
。
　本発明に係る使い捨て着用物品１は、縦方向Ｙおよび横方向Ｘを有し、肌対向面および
その反対側である非肌対向面と、前後ウエスト域１１，１２を形成するとともに前記横方
向Ｘへ伸縮可能な前後ウエストパネル２０，３０と、前記前後ウエストパネル２０，３０
の前記縦方向Ｙ間に延びるとともにクロッチ域１３を形成するクロッチパネル４０とを含
む。
【００３４】
　本発明は、上記使い捨て着用物品１において、以下の点を含むことを特徴とする。
　前記クロッチパネル４０は、吸収性の芯材を含む吸収体４１と、前記吸収体４１の前記
肌対向面に位置する身体側ライナ４２と、前記クロッチパネル４０の前記非肌対向面を画
定するガスケットシート４４と、前記吸収体４１の前記縦方向Ｙ外側に位置する前後フラ
ップ４５，４６と、前記吸収体４１の一部および前記前フラップ４５を有し前記前ウエス
トパネル２０の肌対向面に重なる第１領域５５と、前記吸収体４１の一部および前記後フ
ラップ４６を有し前記後ウエストパネル３０の肌対向面に重なる第２領域５６とを含む。
　前記第１および第２領域５５，５６は、第１および第２接合部５７，５８によって前記
前後ウエストパネル２０，３０にそれぞれ接合され、前記第１および第２接合部５７，５
８は、前記横方向Ｘへ離間する複数の部分を有し、前記第１および第２接合部５７，５８
は、前記横方向Ｘの最も外側に位置する両側部分５７Ａ，５８Ａと、前記両側部分５７Ａ
，５８Ａの間に位置する複数の中間部分５７Ｂ，５８Ｂとを有する。
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　前記両側部分５７Ａ，５８Ａの前記横方向Ｘの寸法に対して前記中間部分５７Ｂ，５８
Ｂの前記横方向Ｘの寸法が小さく、前記後ウエストパネル２０，３０において、前記中間
部分５７Ｂ，５８Ｂと前記吸収体４１とが平面視において重なる一方、前記両側部分５７
Ａ，５８Ａと前記吸収体４１とが平面視において重ならない。
　前記前ウエストパネル２０は、少なくとも前記第１領域５５に重なって前記横方向Ｘへ
伸縮可能な弾性領域を有し、前記後ウエストパネル３０は、前記第２領域５６であって前
記吸収体４１に重なる非弾性領域３４と、前記非弾性領域３４の前記横方向Ｘ外側に位置
し前記横方向Ｘへ伸縮可能な弾性領域とを有する。
　前記第１領域５５には、前記縦方向Ｙへ延びるとともに、前記横方向Ｘへ離間する複数
の凸部９０が形成される。
【００３５】
　上記の発明は、少なくとも下記の実施の形態を含むことができる。
（１）前記前後ウエストパネル２０，３０の収縮状態において、前記前ウエストパネル２
０の前記吸収体４１に重なる位置での前記横方向Ｘにおける寸法は、前記後ウエストパネ
ル３０のそれよりも小さくされる。
（２）前記第１接合部５７は、前記縦方向Ｙへ延びる。
（３）前記前後ウエストパネル２０，３０は、ウエスト開口を形成し前記横方向Ｘへ延び
る外端縁２０Ａ，３０Ａをそれぞれ有するとともに、前記第１および第２接合部５７，５
８と前記外端縁２０Ａ，３０Ａとの間において前記横方向Ｘへ伸縮可能な弾性領域をそれ
ぞれ有する。
（４）前記クロッチパネル４０は、前記横方向Ｘへ延びる前後端縁４０Ａ，４０Ｂを有し
、前記前端縁４０Ａから前記前ウエストパネル２０の前記外端縁２０Ａまでの寸法、およ
び、前記後端縁４０Ｂから前記後ウエストパネル３０の前記外端縁３０Ａまでの寸法は、
それぞれ５～１００ｍｍである。
（５）前記弾性領域は、ウエストシート２２，３２と、前記横方向Ｘへ延びるとともに前
記縦方向Ｙへ離間し、前記前後ウエストパネル２０，３０を前記横方向Ｘへ弾性的に収縮
可能とする複数の弾性体２３，３３とを有する
（６）前記第１接合部５７の各部分の前記横方向Ｘにおける寸法は、２～２０ｍｍであり
、前記横方向Ｘにおける離間寸法は、１～１０ｍｍである。
（７）前記第１接合部５７は、前記横方向Ｘ両側に位置する両側部分５７Ａが、その前記
横方向Ｘ内側に位置する中間部分５７Ｂよりも、前記横方向Ｘにおける寸法が大きくされ
る。
（８）前記吸収体４１の前記芯材の質量は、３２０～７００ｇ／ｍ２である。
（９）前記クロッチパネル４０は、前記身体側ライナ４２と、前記吸収体４１の吸収面に
配置される身体側ライナ４２と、前記吸収体４１の底面に配置される防漏シート４３と、
前記防漏シート４３を覆うとともに前記吸収体４１の前記横方向Ｘ外側でガスケットカフ
を形成するガスケットシート４４とをさらに含み、前記前後フラップ４５，４６は、前記
身体側ライナ４２と前記防漏シート４３と前記ガスケットシート４４とによって形成され
る。
（１０）前記前後ウエストパネル２０，３０は、前記弾性体２３，３３をその収縮力に抗
して伸長させた状態において矩形を有し、前記前ウエストパネル２０の横方向Ｘにおける
寸法が、前記後ウエストパネル３０のそれと同じである。
 
【００３６】
　おむつ１を構成する各構成部材には、本明細書に記載されている材料のほかに、この種
の分野において通常用いられている、各種の公知の材料を制限なく用いることができる。
【００３７】
　本発明の明細書および特許請求の範囲において、用語「第１」および「第２」は、同称
の要素、位置等を単に区別するために用いられている。
【符号の説明】
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【００３８】
　１　　使い捨ておむつ（使い捨て着用物品）
１１　　前ウエスト域
１２　　後ウエスト域
１３　　クロッチ域
２０　　前ウエストパネル
２０Ａ　外端縁
２０Ｂ　内端縁
２３　　弾性体
３０　　後ウエストパネル
３０Ａ　外端縁
３０Ｂ　内端縁
３３　　弾性体
４０　　クロッチパネル
４０Ａ　前端縁
４０Ｂ　後端縁
４１　　吸収体
４１Ａ　前端部
４１Ｂ　後端部
４２　　身体側ライナ
４３　　防漏シート
４４　　ガスケットシート
４５　　前フラップ
４６　　後フラップ
５５　　第１領域
５６　　第２領域
５７　　第１接合部
５８　　第２接合部
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